






緒言 

 我々は過去2年間にわたり,切迫早産治療薬として,selective β2-stimulantsの1つで

ある ritodrine を使用し,子宮収縮抑制作用・母児の循環系に対する副作用・切迫早産の予

後などについての検討を行ないつつ,その治療効果を報告してきた。今回は,この新しいβ

2-stimulant の現在までの治療成績を客観的な指標を用いて評価し,併せて従来行なって

いた isoxsuprine と indomethacin 投与による成績との比較検討を行なった。 


